
 

 

 

 

【事業の目的】 

・SDGｓのターゲットの 1 つ「一人当たりの食糧の廃棄を半減」を達成するため、食品ロスの問題

の理解、削減に向けた行動が必要である。 

・酒田市は 1 人 1 日当たりの家庭系ごみの排出量が県内ワースト 2 位であり、市民一人ひとりの

意識向上やごみを出さない行動を実践する市民を増やすために、啓発活動や体験企画を開催

する。 

 

【事業の内容】 

・サルベージクッキングの開催 2 回 

   家庭で余りがちなものと旬の食材の調理体験。酒田南高校家庭科と連携。 

・食品ロス削減啓発出前講座 4 回（八幡小、南平田小、松山小、若草幼稚園） 

・フードドライブ 2 回 

・市内小中高校等への食品ロス削減啓発チラシの配布 

 

【事業の成果】 

・食品ロスやゴミ減少に関する意識向上を図ることができた。 

   企画への参加者延べ 223 人 参加者満足度 96.2％  

 

            × 環境衛生課 
R5 

負担金 

行政 
提案型 

サルベージクッキング 家庭で余りがちな食材を集めています 

東北公益文科大学 

Liga 食品ロス削減チーム 

           事業名｜フード・サルベージ事業（負担額 38,000 円） 



 

 

 

 

【事業の目的】 

・子育てに悩み、不安を抱えている保護者、家族、関係者等のため、専門家や有識者を講師に招

き、子どもとの関わり方・家庭教育に関する悩みを解消するための講演会を開催する。 

【事業の内容】 

・有識者による子育てについての講演会 4回/年（予定） 

 （講演会、子育てに関する映画の自主上映＆ワークショップ、 

ヤングケアラーに関する勉強会 等） 

・親子体験活動 2回/年（予定） 

・講演会ごとアンケート実施  

【事業の成果】 

・講演会4回 参加者96名（5月講演、7月映画上映、11月ヤングケアラー勉強会、2月講演） 

・講演会参加者満足度 100％（大変良かった79％ 良かった21％） 

・7 月は映画上映＆意見交換、11 月は行政と連携したヤングケアラーに関する勉強会など、従来

の講演会形式だけではなく工夫して開催できた。 

    

 

 

 

       事業名｜子育て支援さかた 2023 

～自立を目指すための支援活動～ (負担額 257,000 円) 

SR 会（子どもの自立を支援する会）ブログ 

 

       × こども未来課 
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【事業の目的】 

・自然・歴史・文化・食など、八幡地域における魅力を改めて見直し、住民参加により PR すること

で、関係人口や八幡地域への観光客数を、ゆくゆくは移住者の増加を目指す。 

・八幡地域全体での各地区や地域間の連携を進め、地域活性化や持続可能な地域づくりにつな

げる。 

 

【事業の内容】 

・八幡地域全域の振興と魅力発信を目的とした祭りの開催 

  『やわた大沢「大」文字まづり 2023～宇宙、山形、酒田。世界中からオンラインで、大さわぎ。

～』8 月 6 日（YouTube でのオンライン生配信）「大沢清流太鼓」、大沢太鼓「鼓流」によるステ

ージ、音楽アーティスト・お笑い芸人等のライブ、大沢「大」文字のライト点灯鑑賞、八幡地域の伝

承芸能や伝承行事・在来野菜・特産品、八幡地域で地域外から観光客を誘致する施策等を PR

するトークコーナー等。 

 

【事業の成果】 

・八幡地域 4 地区の世代を超えた住民の力を合わせ協働しながら「まづり」を作り上げることが

できた。出演者・協力スタッフ約 160名。 

         事業名｜やわた大沢「大」文字まづり（負担額 210,000 円） 
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大沢「大」文字まづり 

実行委員会 



 

 

 

 

【事業の目的】 

・子どもの学びの場面に世代の近い大学院生等が加わり、対話的なアプローチをすることで、子

どもは受け止められることにより日ごろの不安が和らぎ、存在感覚が根づき、声を発しやすく

なる。最終的には子どもが意見表明できるようになることを目指す（根の力）。 

・結果として､学校が子どもたちにとって安心安全な居場所になる(副産物)｡ 

【事業の内容】 

・富士見小学校をモデル校に選定 

・モデル校に校内居場所「ふらっとるーむ」を設置（週１,２回オープン） 

遊びや学習を通した子どもとのふれあい 

・教職員対象に対話プログラム（修復的対話）研修会の実施 

・１、２学年を対象に全クラスで対話プログラム（RJ サークル）を実施 

・SNSによる情報発信（月２回程度） 

・行政､公益大､公益活動団体の3者による協働の取り組み 

【事業の成果】 

・図書室や保健室ではないサードプレイスとしての校内居場所の開設、修復的対話（RJ サークル）

を実施し、子どもの意見表明支援に取り組んだ。 

・教職員対象研修会には、他校の教員や地域からの参加もあり、他校や地域の方に「対話」に関心

をもっていただけた。 

 

              × 学校教育課 
R5 

負担金 

行政 
提案型 

企業組合労協センター事業団 

(実施団体）多機能福祉施設こもれび 

      事業名｜学びの下支えによる、子どもの意見表明支援に向けた新しい実践 ～子どもの視点

に立った貧困 ケアラーー支援、いじめ防止等への対話的ラプローチ～（補助額 499,000 円） 


	【A4】Liga（負担金）
	【A4】大沢（負担金）

